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３ 令和６年度御所山系ツキノワグマ生息状況調査 
 

(環境企画部) 
 

１ 背景・目的 

近年、山形県内のツキノワグマ（以下「クマ」と記載）の状況は、人とクマの共存のバランスが崩れ
てきており、クマが市街地等に出没する事例が相次いでいる。令和 6年度は前年度と比較して、クマの
出没件数は減少したが、経年でみた場合、出没件数が減少したとは言い難く、農作物被害・人身事故も
多発している。このような現状から人とクマとの共存に向けた根本的な対策が求められている。 
山形県では昭和 52年度から「ツキノワグマ生息状況調査」を実施しており、その方法は、春季捕獲期

（春熊猟）に直接目視することで頭数を数えるものである（以下「目視調査」と記載）。この調査結果を
基にクマの個体数を推定し、捕獲水準を設定して保護管理を行っている。しかし、猟友会員のうち調査
を実施する狩猟者の高齢化等に伴い調査者が減少し、調査の実施が困難な地域が出ている。今後、同様
の地域が増加していくことが考えられるため、目視調査に代わる方法として、「カメラトラップ法（１）（２）」
を用いた調査を、平成 28年度から実施している。 
このたび、平成 29年度以降 2回目となる「御所山系」においてカメラトラップ法を用いた調査を実施

し、生息密度・生息個体数の推定を行うとともに、調査の課題等の検討を行ったので報告する。 
 
２ 方法 

 カメラトラップ法は、目視調査実施箇所とその周辺に、トラップと呼ぶ「クマを立ち上がらせるため
の誘引餌とクマが餌に誘われ立ち上がったところを撮影するカメラを設置して、撮影した映像から胸部
斑紋（月の輪紋）等を比較して個体識別を行い、その結果から生息密度・生息個体数の推定を行う方法
である。 
 
３ 設置箇所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ カメラトラップ設置位置 
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４ カメラトラップ構造等と調査期間、トラップ設置数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    写真 1 マイカ線・塩ビ管等            写真 2 自動撮影カメラ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真 3 誘引餌設置状況               写真 4 カメラ設置完了 

 
 〇トラップ設置数 26か所（トラップ 1箇所につきカメラ 2台設置） 
 
 〇調査期間 令和 6年 7月 10日～11月 4日 約 4か月間 
 

表 1 撮影セッション 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇調査スケジュール 
 
  表 2 調査スケジュール 

ｾｯｼｮﾝ番号         開始日 　終了日

1 R6.7.10 － R6.7.29
2 R6.7.30 － R6.8.12
3 R6.8.13 － R6.9.2
4 R6.9.3 － R6.9.24
5 R6.9.25 － R6.10.14
6 R6.10.15 － R6.11.4

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

報告書作成

作業内容

資材準備・機材作成等

許可申請

データ整理

データ解析

下見
設置箇所選定

設置

維持管理・現地確認

撤去

9月 3月4月 5月 6月 7月 8月 10月 11月 12月 1月 2月
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５ 結果 
(1) 撮影結果 
  6セッションのうち、クマが撮影された数は 882回あった。より多くの動画データを得るためカ
メラの設定を「撮影間隔 0 秒」としたが、クマがカメラの前に長時間とどまり 30 秒間隔で連続し
て撮影された動画があった。このため整理方法として「イベント」という考え方を用いた（３）。イ
ベントとは、クマがカメラの前に訪れ、去るまでを 1イベントとしてカウントするものである。 

6セッション中に整理したイベント数は 118確認された。 
(2) 個体識別結果 

 撮影数 882回（イベント数 118）の中から、撮影品質Ａ及びＢランクの 153（イベント数 47）の
撮影データを有効なデータとした。その動画データから識別用の写真データを作成し、斑紋形状等
から個体識別を行ったところ、個体識別結果は 20頭であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(3) 推定生息密度・推定個体数の結果 

5 結果(2) のデータなどから、                 
フリー統計解析環境「R ver. 3.2.2」を使用
し、パッケージソフト「SPACECAP ver.1.1.0」
（４）を用いて、生息数・個体数の推定を行っ
た。 
収束判定は、全てのパラメーター                

の Z値が-1.6～1.6の間にあり、かつ有効サ
ンプルサイズが 100以上を判定基準として
いる。 
収束判定は表 3、推定結果は表 4のとおり

で、推定生息密度 0.388頭/㎢、推定個体数
120頭（生息可能区域 309.5㎢）となった。 

図
2 行動圏中心候補区域 
 

表 3 収束判定 

 
 

表 4 推定生息密度、推定個体数 

 
 
 
 

Z値
有効サンプル

サイズ Z値
有効サンプル

サイズ Z値
有効サンプル

サイズ Z値
有効サンプル

サイズ Z値
有効サンプル

サイズ

御所山系 -0.221 579.967 -0.662 482.265 0.026 484.765 -0.174 800.000 -0.121 800.000

sigma lam0 beta psi N

中央値 95%信頼区間 中央値 95%信頼区間
算出値 0.388433 （0.1744-0.6365） 120 (53-196)

推定生息密度（頭/㎢） 推定個体数（頭）
生息可能区域（㎢）

309.5
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